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準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名 化　学
教員名 新井　達郎 時間割表参照

（科目番号） (時間割参照) 非常勤講師

授業概要

身の回りの物質は、原子や分子やそれらの集合体などから成り立っている。この講義では、基本的な原子や分子の
化学構造や基礎概念について学ぶ。まず身の回りの化学の関わる現象を学習し、続いて、一般的事項の説明、原子
の電子状態、分子を形成するとき化学結合における電子の役割、化学反応と化学結合について学習する。化合物を
電子レベルで考えて、身の回りの化学物質や化学現象を理解する能力を養う。

目的・目標

目的：世の中を構成する化学物質の成り立ち、有用性に関して理解を深め、身の回りの物質の説明をしながら化
学に親しむ心を養うとともに化学が世の中には果たす役割について学ぶ。目標：化学の基礎的な事項の再確認
と身の回りの物質について化学的に考えられるようにすると共に、化学と生命とのつながり、さらに光エネルギー
が関わる現象についても理解を深められるようにする。

授
業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

身の回りの化学
到達目標：化学が扱う内容を理解する。
学習内容：化学物質、化学変化、化学で扱う数と単位記号を学ぶと共に身の回りの化
学・化学物質について学ぶ。

光と色と視覚
到達目標：色や光が見える現象の最初の過程が化学現象であることを理解する。
学習内容：化学が関係する身のまわりの現象として視覚を中心に、色と発光について学ぶ。

原子軌道
到達目標：水素原子の原子軌道(s軌道、p軌道など）を理解する。
学習内容：水素原子の発光スペクトル、エネルギー準位と原子軌道の形を学ぶ。

原子の電子構造
到達目標：主要原子の電子配置と元素の周期性を理解する。
学習内容：電子配置を決める構成原理に基づいて原子の電子構造を学ぶ。

イオンとイオン結合
到達目標：イオンの生成とイオン性化合物の結合を理解する。
学習内容：イオン結合、イオン性物質の格子エネルギーを学ぶ。

共有結合
到達目標：原子軌道の重なりとして共有結合を理解する。
学習内容：結合エネルギーについて学ぶ. σ結合とπ結合を学ぶ。

有機化合物（２）
到達目標：共鳴の概念を理解する.様々なタイプの異性体を理解する。
学習内容：ベンゼンの構造と結合を学ぶ。有機化合物の異性体を学ぶ。

水素結合と生体分子
到達目標：生体分子における水素結合の重要性を理解する。
学習内容：共有結合の極性と水素結合を学ぶ。

有機化合物（１）
到達目標：結合の性質と結合距離の関係、結合の方向性と立体構造を理解する。
学習内容：混成軌道の概念に基づいて炭素原子の結合パターンを学ぶ。

化学反応式と反応速度
到達目標：化学反応の量的関係と化学反応の平衡状態を理解する。
学習内容：化学反応式、反応速度と濃度の関係、可逆反応の平衡状態を学ぶ。

化学反応の速さと平衡
到達目標：化学反応の速さと平衡、電離と電離平衡について理解を深める。
学習内容：化学反応が起こるときの規則性、反応の速さを変える条件について学ぶ。

酸と塩基
到達目標：酸性・塩基性を定量的に理解する。
学習内容：酸・塩基水溶液のpH計算、緩衝溶液の性質を学ぶ。

酸化と還元
到達目標：酸化と還元の本質及び、電池、電気分解について理解する。
学習内容：酸化と還元の概要、電池と電気分解で起こる反応について学ぶ。

環境と化学物質
到達目標：環境問題を分子レベルで理解する。
学習内容：環境汚染、オゾン層破壊、地球温暖化に関わる化学物質を学ぶ。

総合まとめ
到達目標：化学結合の本質と化学量論的考え方を再確認する。
学習内容：これまでの学習内容をまとめる。

成績評価の
方法・基準

期末試験（100％） （対面・オンライン共通）

教員からの
メッセージ

授業計画に変更がある場合は、変更後のシラバスを周知いたします。

教科書 新版　教養の現代化学（第2版）
多賀光彦、片岡正光、早野清治、
沼田ゆかり共著

三共出版

参考図書


